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生きてみたいもう一度　新宿バス放火事件 (1985)

メディア 映画

ジャンル ドラマ 

製作国 日本

色彩 Color

時間 126分

初公開日 1985/03/02

公開情報 東映クラシックフィルム

【解説】
　1980年8月に起きた新宿西口バス放火事件の被害者である杉原美津子が書いた手記『生きてみたい、
もう一度』の映画化で、恩地日出夫がメガホンをとった。脚本は渡辺寿、中岡京平と恩地が共同で執筆。
　1980年8月19日の夜、石井美津子を乗せた京王バスが、新宿駅で発車直前に放火された。犯人の丸山
博文は逮捕、美津子はやけどを負い病院に搬送される。生命の危険があり入院加療が必要と診断された
美津子は、その日から手術とリハビリに苦しむ日々を送り、ようやく外出できるところまで回復した。
事件前から不倫関係にあった編集プロダクションの杉原荘六の妻が癌で亡くなり、彼は退院した美津子
の実家を訪ね結婚を申し込んだ。同棲生活を始める二人だったが、荘六が事業に失敗し借金取りに負わ
れるようになってしまう。

【クレジット】
監督 恩地日出夫

製作 植村伴次郎

企画 伊藤満

プロデューサー 木村博人

原作 杉原美津子

脚本 渡辺寿

中岡京平

恩地日出夫

撮影 上田正治

岸本正広

美術 本多好文

編集 阿良木佳弘

音楽 毛利蔵人

助監督 下村優

出演 桃井かおり Kaori Momoi 石井美津子

石橋蓮司 杉原荘六

原田大二郎 斉藤宏保

柄本明 丸山博文

岸部一徳 石井義治

高沢順子 石井敏子

佐藤慶 中島研郎医師

初井言栄 石井なお子


